
学科名：30年度は2学科分合同

平成３０年度計画 平成３０年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。 該当する項目に
ついては、セルを分割して、上段に
中間報告、下段に最終報告を記載す
る。

(１)－① 毎木曜日に行われている
キャリアセンターミーティングに参
加し，部内での情報共有を図ってい
る。
(１)－② 年度末の本格移転に向
け，現在キャリアセンターで行われ
ている保育に関する就職支援業務の
実態について把握している。

○ ○

(１)－① 毎木曜日に行われている
キャリアセンターミーティングに参
加し，部内での情報共有を図った。
(１)－② 年度末の本格移転に向
け，現在キャリアセンターで行われ
ている保育に関する就職支援業務の
移転・充実に関わる予算について新
規要求を行った。ただ，保育関連図
書について半額が認められたのみで
あり，移転の執行・充実には不安が
残る。

○ ○

(１)－② 年度末の本格移転に向け
てキャリアセンター，教職課程委員
会等と連絡・調整を行っている。
(３)－② 次年度に向け，公立幼
保・こども園の状況に精通した人材
補強の要望を提出した。企画監候補
の面談を10月23日に行う予定であ
る。また，現在キャリアセンターで
行っている保育士・幼稚園教育の就
職に関わる業務に精通した事務職員
の配置を要望している。

○ ○

○

(１)－② 年度末の本格移転に向け
てキャリアセンター，教職課程委員
会等と連絡・調整を行った。
(３)－② 次年度に向け，公立幼
保・こども園の状況に精通した人材
補強の要望に基き，企画監候補の面
談を10月23日に行い，採用が内定し
た。また，現在キャリアセンターで
行っている保育士・幼稚園教育の就
職に関わる業務に精通した事務職員
の配置が内定した。今後は新体制の
運用に向け、教務課、キャリアセン
ターとの業務の切り分け、連携体制
の構築を急ぎたい。

○ ○

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（１）平成３０年度計画は、就実短期大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載する。

（２）平成３０年度実行内容は、平成３０年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。

（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

［学生支援］
建学の精神と教育目的・目標に基
づいて、多様な学生を募集し、そ
の入学を許可し、積極的に資源配
分を整備して学生の学習支援を図
り、成績評価基準等に従って学習
成果の獲得状況を評価して、学習
成果の獲得が向上するように教育
方法、教育課程及び教育プログラ
ムの見直しを行う。また、学生の
ニーズを的確にとらえ、それに対
応した学習支援の環境を整えるた
めに、 学生生活支援のための組
織や支援体制を整備し、専門的職
員を配置する。

①学内外の情報収集・解析に基づく
戦略的な大学改革を推進し、エビデ
ンスの可視化、周知と相互理解を図
り、組織的活動をPDCAサイクルで活
性化する。
②センター・委員会組織の機能強
化、全学的な組織・制度改革を検討
し、教職協働を促進して、中期目標
計画を着実に実行する。
③事務組織の充実・効率的な運営、
FD・SD活動の活性化と学内外での教
職員研修の推進による資質の向上を
図る。
④実効性ある教職員業績評価制度を
推進して、活力ある組織への転換を
図る。

(１)－② キャリア支援センター、
教職支援センターの両センターに分
散していた専門職就職の窓口を一元
化し、全学的な組織として機能強化
を目指す。

(１)－② 年度末の本格移転に向け
て関係各所と連絡・調整等の準備を
行う。

【平成３０年度短大の主要事業計画と改革の重点事項】

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。
（１）組織的な大学改革への取り
組みと活力ある組織への転換によ
る教学ガバナンスの強化
（２）3ポリシーを具現化して学
生の成長を促進する教育改革と多
様性豊かな人材育成の推進
（３）学内環境の整備と学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化による学生の満足度向上
（４）入試・奨学金制度改革によ
る優秀な学生の確保と効果的な入
試広報活動の充実
（５）教員研究力・地域貢献力の
向上・活性化によるイノベーショ
ン創出とグローバル化推進

①学生生活実態調査に基づいて、大
学施設の計画的な整備、学生の活動
を支援するキャンパスアメニティを
充実させ、学生の満足度向上を図
る。
②キャリア支援の強化、学生相談室
によるメンタルサポートと障がい学
生への支援体制を強化、e-ポート
フォリオの運用促進などによるきめ
細かな学生支援を推進する。

(３)－② キャリア支援の強化に向
けた人事補強を目指し、教育現場の
状勢に精通した教職支援センターを
実現する。

(３)－② 次年度に向け、公立幼
保・こども園の状況に精通した人材
補強の要望を提出する。

就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各学科の年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（又は事務部）： 　短期大学 計画：平成30年5月7日／中間報告：平成30年9月30日／最終報告：平成31年3月31日

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局及び学科における３０年度計画と実行計画

中　期　目　標 中　期　計　画

（1）就職支援のための教職員の組織
や施設を整備し、就職のための資格
取得、就職試験対策等の支援など学
生の就職支援を行う。
（2）学科・専攻課程ごとに卒業時の
就職状況を分析・検討し、その結果
を学生の就職支援に活用し、進学、
留学に対する支援を行う。

（1）次年度からの本格運用に向け、
就職支援のための教職員の組織や施
設を整備を行う。

①キャリアセンターに於いて現
在行われている業務の実体を調べ、
円滑な移行に向けて引き継ぎを行
う。

②キャリアセンターに保管され
ている就職支援のための資料を移転
するための準備を行う。

(１)－① 毎木曜日に行われている
キャリアセンターミーティングに参
加し、部内での情報共有を図る。
(１)－② 年度末の本格移転に向
け、２月末をめどに実態把握ならび
に移転計画を練る。


